






胎児心拍数モニタリングを行うと胎児仮死が診断でき,その治療によって胎児死亡をふせ

ぎ,胎児障害や新生児罹病を減少させ、周産期死亡率の低減に有用で,また出生後の発育を

健常にすることはすでに一般に認められているが,この方法の利用をさらに容易にするこ

とは,胎児新生児の予後を改善する上に是非とも必要であり,胎児心拍数モニタリング普及

の必須条件である。それには,次のような点に注目すべきである。1)現在用いられている分

娩監視装置の性能を向上させ,すぐれた記録が容易にえられるようにすること。2)外測法を

主要な方法とするための技術を向上させること。3)自動診断を開発して,たとえ診断のエキ

スパートが不在でも胎児仮死の診断を可能にすること。4)胎児心拍数図や陣痛曲線を定量

化して,その変動を刻々と時間経過にしたがってブラウン管に表示し,胎児監視をさらに直

観的で容易にすること(すなわちトレンドグラムを開発すること)。5)胎児監視による妊産

婦の負担を少なくするよう,無線テレメータを利用して妊産婦の束縛を低減し,行動をでき

るだけ自由にすること。6)さらに,胎児心拍数陣痛曲線の遠距離伝送を行い,へき地におけ

る胎児診断や分娩監視を向上させること。 


